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車のご利用
・千葉東金道路 大宮インターから約10分

・京葉道路 松ヶ丘インターから約25分

電車・路線バスのご利用
・ＪＲ外房線鎌取駅北口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行

約9分

・ＪＲ千葉駅東口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行

約40分（土曜・休日のみ）

ニュース
ちばりは

（センター⇔ＪＲ鎌取駅 循環運行）

①センター送迎バス発着場所について
鎌取駅発・・・鎌取駅北口ロータリー付近
（専用のバス停はございません）

センター発・・センター正面玄関前
②車椅子ご利用の乗車定員について

中型バス（黄色）・・・・２名

マイクロバス（水色）・・３名

③日曜・休日は運休となります。

④道路混雑等により遅延する場合があります。

無料送迎バスのご案内

センター案内図
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平成2６年８月１日改定

千葉県千葉リハビリテーションセンターの理念と基本方針 

  

「 誰 も が 街 で 暮 ら す た め に 」 
Everybody will be in own town 

－私たちは障害児・者の自立と社会参加に向けて良質な医療と福祉を提供します－ 

 

○ 利用者の意思と個性を尊重し、専門職の協働による包括的リハビリテーションを実践します。 

○ 日々の研鑽により自らの人間性と専門性の向上を図り、安全で質の高いサービスを約束します。 

○ 地域の各機関との連携を図り支援し、また研究・開発や専門職育成に努めます。 

千葉リハ海外研修 in シドニー2018

センターでは平成26年度から職員の海外研修を実施しています。4回目となった今回は、平成30年

10月13日～10月20日にかけて、昨年と同様、オーストラリア・シドニーへ５名の職員を派遣しました。

シドニーの基本情報

オーストラリア南東部・ニューサウスウェールズ州に位置し、

都市圏人口500万人を超えるオセアニア最大の都市です。

メディケアと呼ばれる税金によって運営される

公的医療と、私的保険による医療が並立して提

供されています。このほか、労災や自動車事故

に対する補償も手厚く整備されています。

全国一律の障害福祉サービス制度が取られてい

ます。利用者は国から割り当てられた財源を元

手に、提供されている様々なサービスを自分で

組み合わせて受けることが出来ます。

Adventist Hospital 
Liverpool Brain Injury 

Rehabilitation Unit (10/17)
Royal Rehabilitation 

Centre (10/18)

医療制度 福祉制度

今回は医師１名、看護師２名セラ

ピスト２名で行ってきました！

研修日程

次ページで、研修の様

子を紹介します！

JR鎌取駅北口発 千葉リハビリテーションセンター行き

時 平日 土曜日

８ １０ ３０ ５０ １０ ３０ ５０

９ １０ ３０ ５０ １０ ３０

１０ １０ ３０ ５０ ２０ ４０

１１ １０ ３０ ５０ ００ ２０ ４０

１２ １０ ３０ ５０ ４０

１３ １０ ３０ ５０

１４ １０ ３０ ５０

１５ １０ ３０ ５０

１６ １０ ３０ ５０

１７ １０ ４０

千葉リハビリテーションセンター発 JR鎌取駅北口行き

時 平日 土曜日

８ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３ ４３

９ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３

１０ ０３ ２３ ４３ １３ ３３ ５３

１１ ０３ ２３ ４３ １３ ３３

１２ ０３ ２３ ４３ ３３

１３ ０３ ２３ ４３

１４ ０３ ２３ ４３

１５ ０３ ２３ ４３

１６ ０３ ２３ ４３

１７ ０３ ３３

野々垣先生の講演 シンポジウム

第15回高次脳機能障害リハビリテーション
講習会（ご報告）

第16回脊髄損傷リハビリテーション講習会

（ご報告）

11月24日（土）、一般社団法人日本損害保険協会

様から助成を受け、第16回脊髄損傷リハビリテー

ション講習会を開催いたしました。今回は、「排便管

理」というテーマで、全国脊髄損傷連合会の方々に、

日頃行っている自身の排便管理や悩み等を時折笑いも

起きる和やかな雰囲気の中、お話いただきました。ま

た、企業展示では、実演や体験による演出で、8社の

企業様にご出展いただきました。

後半の相談ブースコーナーでは、参加者同士の情報

交換や個別相談を目的に実施し、連休中日にも拘らず

１２５名もの方々にご参加いただきました。「今年が

一番良かったよ」といった嬉しいお言葉も参加者の方

から頂戴し、会場は大変盛況でした。

シンポジウム 相談ブース

平成31年1月12日（土）千葉市文化センターにお

いて、第15回高次脳機能障害リハビリテーション講

習会を開催しました。

前半は、笑顔が素敵な「クラブハウスすてっぷな

な」 統括所長（作業療法士） 野々垣睦美先生の「高

次脳機能障害者の地域支援」のご講演で、高次脳に特

化した地域活動センターの取り組み紹介や、地域で生

活するには、必要な力はリハビリだけでなく、視点を

切り替えられると良いなどのお話がありました。

後半のシンポジウムでは、「地域で支えるこうじの

う」をテーマに行政や支援機関、家族会の立場から高

次脳の方を地域で支援する取り組みや課題について報

告をしていただきました。質疑応答では、「行政への

ご意見、当事者の気づきを促すにはどうしたら良い

か」との質問があり、「魔法のような方法はないが、

地域で連携し、いざ介入できる時が来たら一気に支援

を入れるようにしておくことが大切」とのアドバイス

もいただきました。
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（図３）

海外研修の様子をご紹介します！！

今回シドニーの研修に行かせて頂きありがとうございました。医療・福祉の制度の違いを

学べたこと、訪問した施設の良いところが学べたことはもちろんですが、海外の施設を視

察することで私達の国の制度がどうなのか、千葉県の状況がどうなのか、千葉リハセン

ターの状況がどうなのかを改めて見直すことができたのも大きな収穫であったと思います。

今回の経験をもとに、千葉リハセンターを患者・利用者様に対して、職員にとって素晴ら

しい施設にしていけるように皆で努めていきたいと思います。 副センター長 菊地尚久

オーストラリアでは

スポーツが盛ん！障

害があってもなくて

もみんなで楽しんで

運動出来る施設が多

いです！

施設の中に車椅子

駆動練習や応用歩

行練習が出来る場

所、ガーデニング

が出来る場所があ

ります！

一人暮らし予定の方や外

泊訓練が困難な方、家族の

宿泊体験としても活用でき

る。外泊困難な長期入園児

が家族と一緒に泊まること

も可能です！

木工などの作業が出来

る場を活用して高次脳

機能障害の方々の支援

が行える場所です!

ドアの装飾で

居心地良い区

間作りと離棟

防止の2役で

す！

院内をアート空間

にすることで、み

んなが楽しい気持

ちになれる環境に

なっています！

スキルトレーニングルーム
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平成30年度関東ブロックDMAT訓練に
C-RATとして参加しました

１２月８日（土）に当センターが事務局を務めるC-RAT（※１）が大規模災害発生後3日
後を想定した訓練（平成30年度関東ブロックDMAT訓練※２）に参加しました。C-RATの
構成団体である当センターはC-RAT災害対策本部へのスタッフ派遣や避難所へのチーム派遣
等を通じて協力しました。

C-RAT本部立ち上げ時の
ミーティングの様子。
嵐の前の静けさ・・・

情報収集中。ホワイ
トボードは記録だら
け。

C-RAT本部スタッ
フ集合写真。

避難所に調査チーム
を派遣し、地域住民
とHUGを行いました。

翌日の事後検証会で他
団体にC-RATや災害
リハのアピールができ
ました。

避難所から帰ってきた
派遣チームから状況の
報告を受けます。

県庁の災害医療本部にスタッフ
を派遣して情報収集に行きまし
た。大勢の人！

用語解説

※１ C-RAT（Chiba Rehabilitation Association

Team）

千葉県災害リハビリテーション支援関連団

体協議会の略称でシーラットと読みます。

会長は吉永センター長です。10の団体で

構成され、災害時におけるリハビリテー

ション支援を行います。リハビリテーショ

ン専門職による避難所等の支援を通じて、

エコノミークラス症候群や生活不活発病予

防を行い、災害時における住民の健康を守

ります。

※２ DMAT（Disaster Medical Assistance Team）

災害発生直後から活動できる機動性をもつ

専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム

のことです。英語表記の頭文字をとって

DMAT（ディーマット）とよばれていま

す。

C-RAT本部 事務職 柴田さん

C-RAT派遣チーム 看護師 中村さん

実際に当日参加したスタッフから話を伺いました。

熊本地震では
現地支援チームとして発災約
３週間後に避難所を巡回させて
頂きました。今回は発災直後の
想定でしたが、その時期でも災
害リハビリテーションが介入で
きる余地があることを実感しま

した。

熊本地震時に
当センタースタッフ派遣の後方
支援をしたことがありますが、今
回の訓練想定は県内での発災という
点が大きく違う点でした。受援につ
いて検討する良い機会でした。また、
災害の訓練自体も初めてであり、

新鮮でした。
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